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組合からの質問と回答
１．組合員が提訴し会社と争っていた、平成２９年（ワ）第４００６３号損害

賠償請求事件、平成３０年（ワ）第１７３８号損害賠償請求事件について、

東京地裁は被告に対し、原告に損害賠償金を支払えとする判決を言い渡した。

この判決に基づき、速やかに原告・組合員に賠償金を支払うこと。

【回答】

裁判については、この場では議論しない。

２．上記判決内容に基づき、団体交渉開催を申し入れるので誠意をもって対応

すること。

【回答】

労働協約に則り、適切に対応する。

３．ＪＲ東海労申１８号「リニア中央新幹線建設に関する報道についての申し

入れ」について、速やかに経営協議会を開催すること。

ＪＲ東海労働組合 ＮＯ．１３３６

２０２３．４．２

ＪＲ東海労働組合
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業務速報
リニア申し入れの経協を開催せよ！
障がい者が利用しやすい鉄道にせよ！
令和５年度運営方針についての経営協議会

本部は３月３１日、令和５年度運営方針について経営協議会を開催しました。

会社は「業務改革と収益の拡大の取り組みを本格化する」として、１１項目

の方針を示しました（別紙参照）。

本部は、２０２３年度新賃金におけるマスコミ発表と労働組合に提示した内

容が違うことについて追及しました。また、リニア建設について、ＪＲ東海労

の申し入れに対する経営協議会の開催を強く主張しました。更に、車いすのお

客様に対して、行きたい駅に行けない、長時間待たされる、ＥＸサービスが受

けられないなど、健常者には便利に、障がい者には不便を強いるようなシステ

ムであり、改善を強く要求しました。
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【回答】

労働協約に則り、適切に対応する。

４．会社が３月１７日にＨＰに掲載した新賃金に関する回答内容は、基本給の

１，０００円引き上げと調整手当の支給が省かれている。この様な公表内

容とした理由を明らかにすること。

【回答】

新賃金については、２０２３年４月１日現在の３５歳ポイントの基準内賃

金を、定期昇給額４，８００円と合わせ７，２００円引き上げるとしている。

会社としては、それをお伝えしたことになる。

５．上記の公表により、マスコミによっては「ＪＲ東海ベア７，２００円」な

どと報じた社もあった。明らかに世論をミスリードし、社員を落胆させた。

会社の見解を明らかにすること。

【回答】

会社としては、３５歳ポイントの基準内賃金を、定期昇給額４，８００円

と合わせ７，２００円引き上げるという事実をお伝えしている。受け止め

がいろいろあるのは承知している。

６．２０２３年度の設備投資額は２２年度比で減少している理由を明らかにす

ること。

【回答】

中央新幹線は、２０２２年度の計画比で３５０億円減の３，４００億円で

ある。山岳トンネル、大深度地下トンネル工事などを精力的に進める一方、

北品川工区の調査掘進の再開については、愛知県坂下西工区の調査掘進の

準備作業に時間を要していること、都市部の非常口の工事がピークを越え

たことや、大規模用地の取得が終了したことなどの理由から、前年度の計

画を下回る結果となった。

中央新幹線以外については、３９０億円減の２，４６０億円である。３１

５系電車の投入両数は増えている一方、Ｎ７００系Ｓの新製投入数が減っ

ているためである。

７．東海道新幹線の脱線防止ガード敷設について、２０２２年度は予定通り５

０㎞敷設できたのか明らかにすること。また、２０２２年度以降の敷設計画

と完了目途を明らかにすること。

【回答】

２０２２年度は、概ね予定通り進捗している。２０２２年度以降について

は、２０２８年度をゴールとして計画をしているが、各年毎の計画は持ち合

わせていない。
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８．東海道新幹線の大規模改修工事の進捗状況を明らかにすること。

【回答】

第３期の工事に入った。２０２９年度までの工事は決まっている。来年度

の計画は、高架橋約１㎞、コンクリート橋約７㎞、トンネル約３㎞であり、

設備投資額は２７０億円を予定している。

９．「お客様サポートサービス」導入駅が拡大していると認識しているが、導

入駅の全駅に対する割合を明らかにすることともに、今後の導入計画につい

て明らかにすること。

【回答】

今回発表しているお客様サポートサービスについては、東海道線では名古

屋以西の９駅、中央線では勝川駅が対象である。

10．「ＪＲ東海、２０２８年までに東海道新幹線を自動運転化すると発表」な

どと報道されている。「２０２８年までに、頃、目標、目処」など、マスコ

ミにより表現が違うが、会社として発表した内容を明らかにすること。

【回答】

マスコミ各社いろいろ報道されているようだが、自動運転システム機能の

開発が２０２８年度頃を目指している、と理解してほしい。

11．東海道新幹線の自動運転に向けた解決する課題とロードマップを明らかに

すること。

【回答】

自動運転機能の使用開始時期は、可動柵の設置後になる。

新賃金回答でプレスと組合と違うのは問題だ！
組合：自動運転機能を２０２８年度までに行うということで、２０２８年度か

ら自動運転を開始するということではないと理解して良いか。

会社：そうである。

組合：最低でも可動柵を付けなければ自動運転はできない。そこは課題なのか。

会社：２０２８年度までに可動柵を付けるのは難しい。時間がかかる。

組合：新賃金の回答だが、会社のＨＰには「次の通り回答しました」となって

いる。回答とは、組合に回答したという意味か。

会社：そうである。

組合：組合に回答した内容と違っているではないか。

会社：組合の回答の中にも、（２）と（３）を合わせて７，２００円と書いた。

組合：ならば、ＨＰにも（２）と（３）を載せれば良い。こんなやり方は今ま

でなかった。回答した通りに回答するべきだ。適切ではない。
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会社：プレス発表は会社方針があって、適切に行った。社員には誤解のないよ

うに正しく伝わるようにした。

組合：マスコミはベア７，２００円と報道した。プレスにもベア１，０００円

でやるべきだ。

会社：３５歳ポイントの基準内賃金は７，２００円増は事実だ。

組合：組合に回答した中味と違うことが問題だと言っている。７，２００円上

がらない、１，０００円しか上がらない社員もいる。

会社：だから、３５歳ポイントにした。当社に限ったことではない。

組合：回答した通りに素直にＨＰにも回答したとすれば良いだけの話だ。来年

はそのように回答せよ。プレスの時も、マスコミに正しく伝えろ。対立。

会社：意見としては伺う。

廃車はトイレなし車両から！
組合：ＨＣ８５系以外の気動車の置き換えの予定はあるのか。

会社：燃料電池車の開発は進めるが、水素燃料の安全対策、出力の整備、走行

可能距離、燃料電池のコストなどの課題がある。

組合：３１５系の配備は名古屋地区だけだと思うが、静岡地区の計画はあるの

か。

会社：まだ計画はしていない。視野には入れている。

組合：余剰車両はどうするのか。

会社：２１１系は、古い車両から廃車になると思う。

組合：静岡地区の２１１系はトイレがない。苦情はあるし、新聞にも投稿され

た。どうせ名古屋地区の車両を廃車するなら、静岡地区のトイレなし車両

を廃車にして、名古屋からトイレ付き車両を持ってくるというのも案だと

思うが。

会社：そういうことも視野に入れて運用を組んでいると思う。

リニア申し入れの経協を開催せよ！
組合：リニアの申し入れについて、会社は「協約に則って対応する」と回答し

たが、以前にもリニアの申し入れをして窓口回答だった。絶対にやめるべ

きだ。リニアは経営に関わる重要なことだ。あまりにも軽視しすぎだ。今

回の申し入れについても、経営協議会を開催すること。申し入れの経営協

議会を開催しないため、団体交渉で質問したものの、ほとんど回答できな

かったではないか。

会社：協約に則って行う。

組合：協約に則って、窓口回答を行うことなのか。

会社：窓口回答でも質問には回答している。

組合：議論しなければ意味がない。何度も言っているではないか。「３世代の」
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と言うなら尚更だ。

会社：意見としては承った。

お身体の不自由なお客様にやさしいシステムを！
組合：お身体の不自由なお客様へのＥＸサービスで、座席の確保はできても、

カードで乗り降りはできないということで良いか。

会社：そうである。

組合：乗車券についてはＥＸサービスを受けられないことか。

会社：身障者割引がある。

組合：在来線のお客様サポートサービスの拡大により、お身体の不自由なお客

様が乗りたい列車に乗れないことが発生している。駅の係員がいないため、

長時間待たされているという事象である。

会社：事前に申し込んで頂けれは、希望の通りに対応している。

組合：事前に申し込まない限りはできないということだ。利便性が良くなった

とはいえない。もっとやさしい鉄道にしなければならない。これは、お身

体の不自由なお客様からの直接な意見だ。企業側の意見ではない。利便性

は健常者にだけで、お身体の不自由なお客様に対してはそうではない。

会社：お身体の不自由なお客様に対して軽視するつもりも意図もない。そうい

う声があるということは承ったが、会社が何もやらないということではな

い。

組合：せっかく、車いす対応の車両をつくったのだから、システムも改善すべ

きだ。

会社：従来は、駅に来て切符を発売する時点で待たせていたものを、Ｗｅｂ上

で買えるようには改善してきた。今がベストとは言わない。会社として、

改善に取り組んでいることは理解してほしい。

組合：まだ、アナログからデジタルになっただけだ。事前の連絡でも、１時間

前に来てくれと言われる。

会社：課題として取り組んでいく。

組合：改善を要請する。

以 上
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